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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年8月23日(2018.8.23)

【公開番号】特開2017-90780(P2017-90780A)
【公開日】平成29年5月25日(2017.5.25)
【年通号数】公開・登録公報2017-019
【出願番号】特願2015-223357(P2015-223357)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ   1/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  47/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/20     １０１　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０５　
   Ｃ０９Ｂ   67/46     　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ   67/20     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ   67/22     　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ    1/34     　　　　
   Ｃ０９Ｂ   47/28     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月12日(2018.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
［トリアリールメタン系酸性染料］
　トリアリールメタン系酸性染料としては、Ｃ.Ｉ. アシッドブルー１、３、５、７、９
、１１、１５、１７、１９、２２、２４、３８、４８、７５、８３、９０、９１、９３、
９３：１、１００、１０３、１０４、１０９、１１０、１１９、１４７、２６９、１２３
、２１３、Ｃ.Ｉ. ダイレクトブルー４１、Ｃ.Ｉ. アシッドバイオレット１７、１９、２
１、２３、２５、３８、４９、７２などが挙げられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
（トリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－８））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドブルー９０とジステアリルジメチルアンモニウムクロラ
イド（コータミンＤ８６Ｐ）（カチオン部分の分子量が５５０）とからなる造塩化合物（
Ａ１－８）を作製した。
　７～１５モル％の水酸化ナトリウム溶液中に、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー９０を溶解させ
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十分に混合・攪拌を行い、７０～９０℃に加熱した後、コータミンＤ８６Ｐを少しずつ滴
下していく。またコータミンＤ８６Ｐは水に溶解し水溶液として用いても良い。コータミ
ンＤ８６Ｐを滴下した後、７０～９０℃で６０分攪拌し十分に反応を行う。反応の終点確
認としては濾紙に反応液を滴下して、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合
物が得られたことと判断できる。攪拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水
洗後、濾紙上に残った造塩化合物を乾燥機にて水分を除去して乾燥して、Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー９０とジステアリルジメチルアンモニウムクロライドとの造塩化合物、造塩化合
物（Ａ１－８）を得た。このとき造塩化合物（Ａ１－８）中のＣ．Ｉ．アシッドブルー９
０に由来する有効色素成分の含有量は２５重量％であった
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
（トリアリールメタン系造塩化合物含有溶液（ＤＢ－２～９）の作製）
　以下、造塩化合物（Ａ１－１）を表１に示すトリアリールメタン系造塩化合物（Ａ１－
１ａ、Ａ１－２～８）変更した以外は、上記の造塩化合物含有溶液（ＤＢ－１）と同様に
して、造塩化合物含有溶液（ＤＢ－２～９）を作製した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６３】
＜キサンテン系造塩化合物の製造方法＞
（キサンテン系造塩化合物（Ａ２－１））
　下記の手順でＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオン性基を有する樹脂１とから
なるキサンテン系造塩化合物（Ａ２－１）を製造した。
　水２０００部に５１部の側鎖にカチオン性基を有する樹脂１を添加し、十分に攪拌混合
を行った後、６０℃に加熱した。一方、９０部の水に１０部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５
２を溶解させた水溶液を調製し、先ほどの樹脂溶液に少しずつ滴下した。滴下後、６０℃
で１２０分攪拌し、十分に反応を行った。反応の終点確認としては濾紙に反応液を滴下し
て、にじみがなくなったところを終点として、造塩化合物が得られたものと判断した。攪
拌しながら室温まで放冷した後、吸引濾過を行い、水洗後、濾紙上に残った造塩化合物を
乾燥機にて水分を除去して乾燥し、３２部のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２と側鎖にカチオ
ン性基を有する樹脂１との造塩化合物（Ａ２－１）を得た。このとき造塩化合物（Ａ２－
１）中のＣ．Ｉ．アシッドレッド５２に由来する有効色素成分の含有量は２５重量％であ
った。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
作製したキサンテン系色素含有溶液を表２にまとめて示した。
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【表２】
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